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19 芸術・文化の振興 
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目
的 

対 象 市民 

意 図 芸術・文化に触れる機会が提供され，芸術・文化活動が活発になる 

施策の方向 
市民が芸術・文化を日常的に身近なものとして楽しみ，また，自らいきいきと芸術・文化活動を行え

るような環境を整備することにより，文化の香り高い，市民文化をはぐくむまちづくりを進めます。 

＜施策と関連するＳＤＧｓの目標（ゴール）＞ 

   

 

 

施策の成果向上に向けた主な取組実績 

 施策における２つのアクション（➀横断的連携による施策の推進 ➁調布のまちの魅力発信） 

（19-1 市民の芸術・文化活動の促進） 
・「豊かな芸術文化・スポーツ活動を育むまちづくり宣言」に基づき，市民が芸術・文化と触れる機会の提供と自ら芸

術・文化活動を行える環境づくりのため，（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団や調布市文化協会をはじめとす

る市民団体，事業者など多様な主体と連携しながら，コロナ禍においても音楽や演劇など様々な事業を可能な限り実

施した。 

・（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団では，新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底したうえで，オンライ

ンを活用した映像配信・ワークショップの実施など，工夫を凝らしながら「調布国際音楽祭」「調布よさこい」「調布市

民文化祭」「映画のまち調布 シネマフェスティバル」をはじめとする各種事業を実施した。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
・「豊かな芸術文化・スポーツ活動を育むまちづくり宣言」に沿った市民の芸術・文化活動の促進・支援において

は，スポーツ，国際交流，教育，産業，福祉など幅広い分野との連携や地域固有の文化資源の活用を図りながら，

各種取組を展開した。 

・（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団では，各事業を展開するに当たり，文化施設３館（文化会館たづく

り，グリーンホール，せんがわ劇場）に加え，郷土博物館や武者小路実篤記念館とも連携を図った。 

■連携テーマ 2 「にぎわいとうるおいのあるまちづくり」 

・市民の安全確保を第一としつつ，市内の活気やにぎわいを創出し，うるおいや安らぎをもたらす市民の芸術・

文化活動の促進・支援に努めた。 

■連携テーマ 3 「2019 年・2020 年を契機としたレガシーの創出」 

・（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団では，2019 年・2020 年に向けた財団独自の次世代継承のテー

マとして「100 年後の君へ。」を掲げ，多分野に渡る各種事業を積み上げてきた。令和 3 年度は，東京 2020 オ

リンピック・パラリンピック競技大会の開催年として，多面的効果をもたらす各種事業に取り組むとともに，文

化会館たづくりの壁面を大会競技に関連したアートで飾る「たづくりアスリートワンダーウォール！4」や，廃

材・端材を活用してアート作品をつくる「クリエイティブリユースでアート！」を開催した。 

■連携テーマ 4 「パラリンピックレガシーの創出」 

・市内の福祉作業所等で活動する方々のアート作品を展示する「パラアート展」については，パラリンピック開

催期間に合わせて展示を行うとともに，（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団と連携し，年齢や国籍，障害

の有無を越えて多くの方に参加いただいている「調布よさこい」と同時期開催とし，広報において相互に協力す

るなど，共生社会の充実に向けて事業の効果的な展開に取り組んだ。また，今後のパラアート展の事業展開の参

考とするため，パラアート展参加団体を対象に，障害者の芸術活動支援に関する先駆的な取組を学ぶ勉強会を実

施した。 

➁調布のまちの魅力発信 
・9 回目を迎えた「調布国際音楽祭」では，バッハ・コレギウム・ジャパンとの連携の下，深大寺本堂を会場と

する調布ならではの公演のほか，桐朋学園大学の学生や市民演奏家による公演及び公募した若手演奏家で編成す

るオーケストラなど次世代の演奏家や鑑賞者の育成の視点で展開するプログラムとともに，読売交響楽団を迎え

るなど芸術性の高いプロの公演を身近に楽しむことのできるプログラムなど，多彩な内容を展開した。 

・映画・映像関連企業が集積する「映画のまち調布」ならではの特色を生かし，市内の関連企業・団体と連携し，

作り手にスポットを当てた映画祭として，「映画のまち調布 シネマフェスティバル」を開催した。 

１ 令和３年度の振返り ― 取組実績（ＤＯ）  



（施策 19 芸術・文化の振興） 

（19-2 芸術・文化施設の整備・運営） 
・市の文化施設について，新型コロナウイルスの影響により，令和 3 年 4 月 26 日から 5 月 11 日まで利用停止，5

月 12 日から 5 月 31 日まで夜間区分を利用停止したほか，利用人数等の制限や施設利用キャンセルに伴う利用料金

の還付を行った。 

・指定管理者との定期的な会議や日常的な情報共有により，利用者の立場に立ち，安全・安心かつ快適な施設を目指し

た運営を行う中で，感染拡大防止対策を講じたうえで市民が安心して文化活動を楽しめる環境づくりに努めた。 

・公共建築物維持保全計画に基づき，施設の計画的な整備・維持管理を実施した。グリーンホールでは，大ホール非構

造部材補強工事を実施した。文化会館たづくりでは，令和 3 年度から 2 箇年の工事となるくすのきホールほか非構造

部材改修工事，くすのきホール調光設備更新工事，非常用電源設備整備工事に着手したほか，設備更新型ＥＳＣＯ事

業に着工した。 

・グリーンホールの建替えに向けた取組については，ホール整備に関する他自治体事例の視察を行ったほか，施設整

備に向け施設利用団体と情報共有を図りながら，整備手法，コストに関するシミュレーション等を踏まえた検討に取

り組んだ。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
・令和元年台風第 19 号を踏まえた風水害時における文化会館たづくり及びグリーンホールの避難所対応，また，

震災時の帰宅困難者受入れのための一時収容施設としての対応について，施設利用計画を含む避難所等開設マニ

ュアルの策定を進めるとともに，（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団と災害時協力協定を締結し，関係部

署及び財団との連携の下，協定に基づいた避難所開設訓練を実施した。 

・関係部署・機関及び（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団との連携により，文化会館たづくりやグリー

ンホールの一部施設を新型コロナワクチン集団接種会場として使用した。 

■連携テーマ 3 「2019 年・2020 年を契機としたレガシーの創出」 

・文化会館たづくり 1 階エントランス壁面をオリンピック競技に関連したアートで飾る「たづくりアスリートワ

ンダーウォール！4」を令和 2 年度から継続した取組として実施し，東京 2020 オリンピック・パラリンピック

競技大会において武蔵野の森総合スポーツプラザで行われる競技を多角形平面構成のイラストで表現した。 

■連携テーマ 4 「パラリンピックレガシーの創出」 

・文化施設 3 館の指定管理者である（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団では，年齢，性別，国籍，障

害の有無などを問わず，全ての人が芸術・文化に親しむことができる施設となることを目指した「パラ劇場」

研修を実施している。令和 3 年度はその一環として，集団補聴システムの活用のほか，一部公演において点字

台本や音声チラシ等を作成するとともに，市内特別支援学校との連携により，子ども達の音楽ワークショップ

参加に向けた準備を行った（新型コロナウイルスの影響により中止となった）。 
➁調布のまちの魅力発信 
・文化会館たづくり，グリーンホール，せんがわ劇場のそれぞれの特色や地域性を生かしつつ，3 館の連携によ

る効果的な広報や広域的な事業展開などのスケールメリットを生み出すなど，市内の芸術文化の一層の発展に向

けた環境づくりを推進した。 

＜令和３年度における施策の成果についての総括＞ 
（市民の芸術・文化活動の促進） 
・コロナ禍においても多様な主体との連携の下，オンラインを活用した映像配信・ワークショップの実施
など工夫を凝らしながら，「豊かな芸術文化・スポーツ活動を育むまちづくり宣言」に沿った市民の芸術・
文化活動の促進・支援に取り組んだ。 
・（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団では，東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会
に向けて取り組んできた音楽，演劇，伝統芸能など多岐に渡る取組について，多面的効果をもたらすよう
展開するとともに，オリンピック開催期間に合わせて「たづくりアスリートワンダーウォール」を実施す
るなど，芸術・文化の振興による機運醸成や魅力発信につなげた。 
・パラリンピック開催期間に合わせて，（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団と連携して「パラアー
ト展」を実施するとともに，関係団体と共に，障害者の芸術活動支援に関する先駆的な取組を学ぶ勉強会
を実施し，継続的かつ発展的な今後の事業展開の参考とするための検討を開始した。 
（芸術・文化施設の整備・運営） 
・新型コロナウイルスの影響により，施設の利用停止や利用人数等の制限がある中においても，感染拡大
防止対策を徹底し，市民が安心して活動できる環境づくりに努めた。 
・（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団では，窓口での応対やアンケートなど多様な手段を通じて，
利用者の声の反映に努めながら，安全，安心かつ清潔で快適な施設を目指した運営を行い，利用者アン 
ケートにおける文化施設３館の満足度は 97.2％となった。 
・グリーンホールの建替えに向けた取組については，ホール整備の他自治体事例の視察を行ったほか，施
設整備に向け施設利用団体と情報共有を図りながら，整備手法，コストに関するシミュレーション等を踏
まえた検討に取り組んだ。 

 

  



（施策 19 芸術・文化の振興） 

ま ち づ く り 指 標 
基準値 

単位 
実績値 目標値 達成状況※ 

(基準年度) 令和元年度 令和2年度 令和３年度 令和４年度 令和 3 年度 

１ １年間で芸術文化を鑑賞，または自ら芸術文

化活動を行った市民のうち，市内公共施設を利

用した市民の割合 

53.9 

（H30） 
％ 51.1 42.6 49.9 60.0 ○ 

２ 文化会館たづくり・グリーンホール・せんが

わ劇場の施設利用率（ホール系・会議室系）（上

段：ホール系，下段：会議室系） 

84.9 

78.1 

（H29） 

％ 
85.0 

79.8 

62.5 

64.5 

75.3 

71.5 

87.0 

80.0 

○ 

○ 

【特記事項】施設利用率については，コロナ禍に伴う施設利用停止期間は含まず（分母に入れず）算出している。 

※Ｒ３年度の達成状況は，以下の区分により記号を記入 

◎：目標値を達成 
◯：前年度より向上した 
▼：前年度より低下した 

⇒：前年度と同じ 
－：数値未把握（調査未実施など） 

 

 

◆まちづくり指標の目標達成見込み（令和４年度見込みを含めた現基本計画期間における達成度）  

◎：「目標値達成に向け順調に推移」 

・達成見込みを次の区分により記号を記入   ○：「目標値達成は現状難しいが，前年度より向上する見込み」 

△：「目標値達成は現状難しく，前年度と同等又は悪化する見込み」 

ま ち づ く り 指 標 
達成 
見込み 

要因・課題 

（目標達成・未達成の要因・次期基本計画に向けた課題等） 

１ １年間で芸術文化を鑑賞，または自ら芸術文化活動

を行った市民のうち，市内公共施設を利用した市民の

割合 

（目標値：60.0％ 現状値：49.9％） ○ 

文化施設3館のスケールメリットを生かした連携に

より，施設毎に作成していたホームページの統合や，

財団報「ぱれっと」による一体的な広報活動等がで

き，市内文化施設に対する認知度は向上しているも

のと考える。一方で，令和 3～4 年度にかけて，文

化施設は一部利用停止を伴う工事等を予定している

ことから，他の活動場所を含めて，芸術文化活動が

継続できるよう配慮が必要である。 

２ 文化会館たづくり・グリーンホール・せんがわ劇場

の施設利用率（ホール系・会議室系）（上段：ホール系，

下段：会議室系） 

（目標値：ホール系 87.0％ 現状値：ホール系 75.3％ 

     会議室系 80.0％  会議室系 71.5％） 

○ 

新型コロナウイルス感染症の影響により，一部施設

の利用停止及び利用制限を行っていることから，施

設利用率は例年よりも低い値となっている。今後も

しばらくは，新型コロナウイルス感染症の影響を受

けるものと考えられる。 

 

 

 
◆施策の成果向上に向けて，令和３年度に実施した取組に対する評価 

 ※コロナ禍を踏まえたプロセス，実績，成果の総合評価 

総合

評価 Ａ 
Ｓ：「実施した取組において顕著な成果が得られた。」 
Ａ：「実施した取組において予定した成果が得られた。」 
Ｂ：「実施した取組において一定程度の成果が得られた。」  
Ｃ：「実施した取組においてあまり成果が得られなかった。」 
Ｄ：「実施した取組において成果が得られなかった。」 

評価

理由 

・「豊かな芸術文化・スポーツ活動を育むまちづくり宣言」に基づき，多様な主体と連携しながら，オンライ

ンの活用をはじめ工夫を重ねる中で各種事業を実施するとともに市のシンボルとなる「調布国際音楽祭」や

「映画のまち調布 シネマフェスティバル」においては，市内の大学や映画・映像関連企業等の協力を得なが

ら，身近に芸術文化に親しめる機会の創出を図るなど，市が目指す施策の方向に向けて一定の成果が得られ

た。 

・新型コロナウイルス感染症の影響により，計画どおり実施できない事業も一部あったが，オンラインの活用

など代替策の工夫を行い，市民が身近に芸術文化に触れられる機会を継続的に設けることができた。 

・集まって制作活動を行うことが困難となったことを踏まえ，「パラアート展」では，コーディネーターが制

作のためのキットを各作業所等へ配布するなど，コロナ禍においても出展に向けた制作活動ができる環境づく

りに努めた。 

  

２ 令和３年度の振返り ― 評価（ＣＨＥＣＫ） 

 （旧施策№    施策名） 



（施策 19 芸術・文化の振興） 

◆現基本計画期間（令和４年度見込みを含む）における施策の取組状況 

・左欄と右欄において，丸数字で対になるよう記載 

計画どおり・計画より進んだ取組等 
（現基本計画で予定した成果が十分得られる） 

今後の取組の方向   
※近隣自治体との比較があれば併せて記載 

➀市民・団体の芸術・文化活動の支援 
➁安心・安全に利用できる文化施設の管理運営 
➂文化施設の老朽化，バリアフリー等課題への対応 
➃パラアートの継続的かつ発展的な展開に向けた検討 

①（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団や調布市文
化協会をはじめとする市民団体，事業者等と連携・情報共
有を図りながら，それぞれのニーズに即した活動の継続に
資する支援を検討・実施する。 
➁十分な感染防止対策を徹底するとともに，令和 3 年度に
財団と締結した災害時協力協定に基づき，市民が安心して
文化活動を楽しめる環境を整備する。 
➂公共施設等総合管理計画や公共建築物維持保全計画に
基づく計画的な施設整備を推進する。 
➃パラレガシーとして，福祉作業所等連絡会や民間事業者
との連携によるパラアート展の継続実施など，芸術・文化
における共生社会の充実に向けた取組を推進する。 

計画より遅れた取組等  
（現基本計画で予定した成果が得られない） 

遅れの理由や次期基本計画に向けた対応課題等 
※近隣自治体との比較があれば併せて記載 

①グリーンホール建替えに向けた取組 ①コロナ禍により，民間事業者のオフィス需要等の状況に
変化が生じ，事業化に向けた検討と併せてホール機能検討
を進めていく必要があるため。 

◆現基本計画期間（令和４年度見込みを含む４年間）における施策の成果についての総括 

・「豊かな芸術文化・スポーツ活動を育むまちづくり宣言」に基づき，多様な主体と連携しながら，オンラインの活用をはじめ工夫を

重ねる中で各種事業を実施し，芸術文化に親しめる機会の創出を図ってきた。 
・（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団では，2019 年・2020 年に向けた財団独自の次世代継承のテーマとして「100 年後
の君へ。」を掲げて多分野に渡る各種事業を展開し，芸術文化の取組を通じた機運醸成やまちの魅力発信につながるよう努めた。 

・「パラアート展」については，年々，福祉作業所等連絡会所属の如何にかかわらず，参加団体数が増加し，また，参加団体が企画か
ら携わるようになるなど，事業の企画・運営方法についても，市独自の魅力ある事業となるよう改善を図ってきた。併せて，パラレ
ガシーとして今後も発展的に取り組んでいくための先進事例の研究にも参加団体と共に取り組むことができた。 

・文化施設３館の指定管理者である（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団との連携により，文化施設の適切な維持保全，安全
で利便性の高い施設運営に取り組んだ。 
・文化会館たづくり，グリーンホール，せんがわ劇場それぞれの特色や地域性を生かしつつ，3 館の連携によるスケールメリットを

生み出すなど，市内の芸術文化の一層の発展に向けた環境づくりに取り組んだ。 

評価 Ａ 

【評価区分】 
現基本計画期間（令和４年度見込みを含む４年間）に対する進捗状況について，Ｓ～Ｄの５段階で評価 
Ｓ：「計画以上に進捗した。 予定以上の取組成果が得られた。」    
Ａ：「計画どおりに進捗した。 予定した取組成果が得られた。」 
Ｂ：「概ね計画どおりに進捗した。 一定の取組成果が得られた。」  
Ｃ：「進捗にやや遅れがみられた。  あまり取組成果が得られなかった。」 
Ｄ：「進捗に大きな遅れがみられた。 ほとんど取組成果が得られなかった。」 

 

 

 

◆施策を取り巻く状況【A】（国，東京都・近隣自治体の動向など）を踏まえた取組の方向 

※次期基本計画における重要な視点となる「デジタルトランスフォーメーション（DX）・スマートシティ」，「カーボ

ンニュートラル」，「産学官連携」のほか，施策横断的なテーマである「共生社会の充実（パラハート）」，「安全・安

心（防災・減災・防犯・感染症対策）」，「ソフト・ハードが一体となったまちづくり（中心市街地整備，地域別まち

づくり，都市計画道路整備）」に関する状況や方向を記載 

・右欄は左欄に対応する丸数字を記載 

  

 市政に与える影響 左記を踏まえた市の対応課題・取組の方向 

全
国
的
な
潮
流
・ 

傾
向
等 

①障害者による文化芸術活動の推進に関する法律の施行

（平成３０年６月） 

①「パラアート展」を引き続き発展的に展開してい

くため，関係団体との連携の下，先進事例の研究や

試行的な取組を重ねながら，市の「パラアート展」の

目指すべき方向性を整理していく。 

②（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団と締結

した災害時協力協定に基づき，令和 3 年度に避難所

開設訓練を財団と協力して実施した。本取組を継続

的に実施するとともに，災害時の施設使用等につい

て必要な対応を整理する。 

東
京
都
や
近
隣 

自
治
体
の
動
向
等 

 

そ
の
他 

②令和 3 年度，財団と災害時協力協定締結（令和３年９月） 

３ 次期総合計画期間を含む中長期的な施策の方向（２０３０年代を見据えた方向） ― （ＡＣＴＩＯＮ）  



（施策 19 芸術・文化の振興） 

◆施策を取り巻く状況【B】（国，東京都・近隣自治体の動向など）を踏まえた取組の方向 

※上記の施策を取り巻く状況【A】の項目以外で，法改正・制度改正などの状況や方向を記載 

・右欄は左欄に対応する丸数字を記載 

 

 市政に与える影響 左記を踏まえた市の対応課題・取組の方向 

全
国
的
な
潮
流
・ 

傾
向
等 

①文化芸術基本法改正（Ｈ29 年 6 月） 

【改正趣旨】文化芸術そのものの振興にとどまらず，観光，

まちづくり，国際交流，福祉，教育，産業その他の関連分

野における施策を本法の範囲に取り込むとともに，文化芸

術により生み出される様々な価値を文化芸術の継承，発展

及び創造に活用する。 

 

①文化芸術基本法では，福祉・教育・産業など幅広い

分野との連携について盛り込まれており，更なる横

断的連携の強化を図っていく。 

②（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団や調布

市文化協会をはじめとする市民団体，事業者等と連

携・情報共有を図りながら，それぞれのニーズに即

した活動の継続に資する支援を検討・実施するとと

もに，コロナ収束後を見据えた展開を検討する。 

①③地方自治体の文化芸術基本計画策定は努力義務

であり，次期基本計画の検討と併せて，改めて，市と

しての文化芸術の個別計画策定に関して検討事項を

整理する必要がある。 

東
京
都
や
近
隣 

自
治
体
の
動
向
等 

②東京都「未来の東京」戦略 version up 2022 策定（令

和 4 年 2 月） 

「戦略１５ 文化・エンターテイメント都市戦略」の中で，

「芸術文化・エンターテイメントがあふれる日常を取り戻

す仕掛けを打つ」ことを位置付け。 

そ
の
他 

③（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団基本計画（令

和元年度～10 年度）は令和 4 年度の指定管理者に関する

第三者評価の結果を踏まえて必要な見直しを図る。 



✔ 財政面改善  市民参加と協働の取組改善

今後の取組の
方向

今後も引き続き，文化会館たづくり，グリーンホール及びせんがわ劇場の指定管理者である（公財）調
布市文化・コミュニティ振興財団と連携を図りつつ，様々な事業を通じて，市民が芸術・文化に触れる
機会を提供し，芸術・文化活動の活性化につなげていく。令和４年度は，共生社会の実現に向けた取組
として，財団との連携によるパラアート展をはじめ，障害の有無や年齢，性別等にかかわらず誰もが芸
術・文化に触れることのできる機会の一層の創出を図る。なお，指定管理者第三者評価を踏まえ，グ
リーンホール，文化会館たづくりにおいては事業計画の見直し，せんがわ劇場においては，次期指定管
理者の選定への活用を検討し，更なるサービスの向上のほか，施設管理や事業の効率化の促進につなげ
る。
◆新型コロナウイルス感染症に伴う影響を踏まえ，感染症対策と事業運営の両立を図るため，感染拡大
防止ガイドラインに基づき，感染拡大防止の徹底や，取組の創意工夫により，状況に応じた適切かつ効
果的・効率的な事業展開を図っていく。

【ＡＣＴＩＯＮ】

今後の方向 現状継続 ✔ 有効性改善 ✔ 効率性改善

✔ 計画どおり 計画遅れ 計画前倒し コロナ影響 実績評価 ◎

説明

（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団において音楽・映画・美術観賞等，各種芸術・文化事業を
実施した。文化会館たづくり指定管理事業では，令和２年度から継続して実施している「たづくりアス
リートワンダーウォール！４」等を，東京２０２０大会の機運醸成とレガシー継承に向け，多様性の尊
重，地域文化資源の活用や次世代の芸術家鑑賞家育成を推進する事業として実施した。新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため，「調布国際音楽祭２０２１」や「調布市民文化祭」，「映画のまち調布シネ
マフェスティバル」などで一部事業内容の変更を行う一方，オンライン配信の併用や代替策としての展
示の実施など状況に応じた事業展開を図り，引き続き地域コミュニティ活性化と市民の芸術・文化活動
の推進に寄与した。また，従来の実施方法の見直しを行ったことで，年齢や障害の有無，時間や場所に
かかわらず，新たな事業参加者の獲得にもつながった。

令和３年度
取組実績

債務負担行為等による用地取得費 0 0 0

事　業　費 　　　（千円） 1,194,699 1,172,706 1,138,267

事業概要

文化会館たづくり，グリーンホール及びせんがわ劇場での音楽，演劇，映画などの鑑賞及び参加型の事業を実
施する。
各事業の実施に当たっては，「豊かな芸術文化・スポーツ活動を育むまちづくり宣言」を踏まえ，３つの文化
施設の更なる連携と（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団のノウハウを生かした効果的・効率的な事業
展開を図る。
※事業費については，文化会館たづくり，グリーンホール及びせんがわ劇場の施設管理を含む（公財）調布市
文化・コミュニティ振興財団への指定管理料と財団の自主事業に対する補助金を計上

【ＰＬＡＮ▶ＤＯ▶ＣＨＥＣＫ】

活
動
内
容
（

事
業
費
ベ
ー

ス
）

計画目標
令和３年度

（計画） （当初予算） （決算・実績）

※新型コロナウイルスの影響に関連する内容は冒頭に「◆」印を記載しています。

総合戦略 ●事務事業

所管部署 生活文化スポーツ部　文化生涯学習課　文化生涯学習係

施策１９「芸術・文化の振興」に関連する基本計画事業

計画コード 61 重点Ｐ  －

芸術・文化事業の実施

○指定管理者である（公財）調
布市文化・コミュニティ振興財
団による，文化会館たづくり，
グリーンホールにおける「芸術
振興事業」，「施設管理運営」
等指定管理事業の実施
○財団による独自，共催事業の
実施

○文化会館たづくり指定管
理事業
○グリーンホール指定管理
事業
○せんがわ劇場指定管理事
業
○財団独自・共催事業

○文化会館たづくり指定管
理事業
○グリーンホール指定管理
事業
○せんがわ劇場指定管理事
業
○財団独自・共催事業
○東京２０２０大会等の機
会を捉えた「豊かな芸術文
化・スポーツ活動を育むま
ちづくり」の推進
・東京２０２０大会と連動
した文化プログラムの実施

〇文化会館たづくり指定管
理事業
〇グリーンホール指定管理
事業
〇せんがわ劇場指定管理事
業
〇財団独自・共催事業
〇東京２０２０大会と連動
した文化プログラムの実施
・たづくりアスリートワン
ダーウォール！４
・クリエイティブリユース
でアート！



✔ 財政面改善 ✔  市民参加と協働の取組改善

今後の取組の
方向

指定管理者である（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団との連絡を密に取る中で情報を共有し，施
設の維持管理における各種対応の優先度，緊急性を把握し，引き続き，施設利用への影響を抑制する観点
を踏まえながら，より効果的・効率的で計画的な予防保全・維持保全に努めていく。
また，令和４年度は，文化会館たづくり及びせんがわ劇場において，一部施設休館を伴う整備・改修工事
等を複数案件予定していることから，各工事が円滑に実施できるよう進捗管理及び工事間の調整を適切に
行うとともに，（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団と連携し，施設利用者への積極的な情報提供
に努めるなど，安全かつ安心な施設運営を行う。
グリーンホールについては，今後の更新を見据え，整備手法，コストに関するシミュレーション等を踏ま
えたより具体的な検討に取り組むとともに，施設利用者や広く市民との情報共有を図りながら，ホール機
能に関する検討を進める。

【ＡＣＴＩＯＮ】

今後の方向 現状継続 ✔ 有効性改善 ✔ 効率性改善

✔ 計画どおり 計画遅れ 計画前倒し コロナ影響 実績評価 ◎

説明

指定管理者との定期的な会議や日常的な情報共有により，修繕等の優先度及び緊急性を精査し，より効果
的・効率的な対応に努め，施設の貸出しへの影響を抑制することができた。
主な内容としては，グリーンホールの受変電設備機器更新工事，大ホール非構造部材補強工事，文化会館
たづくりの設備更新型ＥＳＣＯ事業，くすのきホールほか３箇所非構造部材改修，くすのきホールほか３
箇所非構造部材改修に伴う機械設備，くすのきホールほか３箇所非構造部材改修に伴う電気設備，くすの
きホール調光設備更新，映像シアター調光用負荷設備更新，非常用電源設備整備を実施した。

令和３年度
取組実績

債務負担行為等による用地取得費 0 0 0

事　業　費 　　　（千円） 1,051,586 320,068 312,324

事業概要

文化会館たづくり（平成７年竣工）及びグリーンホール（昭和５２年竣工）について，施設・設備等が老朽化し
ている状況を踏まえて，計画的な改修を行う。
せんがわ劇場（平成２０年竣工）について，計画的な改修を行う。
グリーンホールは，令和１０年度を目途とした建替えに向け，公民連携による事業スキームの検討と併せ，ホー
ル機能について，施設利用団体をはじめ広く市民から意見聴取を行い，整備に関する考え方を取りまとめてい
く。

【ＰＬＡＮ▶ＤＯ▶ＣＨＥＣＫ】

活
動
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事
業
費
ベ
ー

ス
）

計画目標
令和３年度

（計画） （当初予算） （決算・実績）

※新型コロナウイルスの影響に関連する内容は冒頭に「◆」印を記載しています。

総合戦略 ●事務事業

所管部署 生活文化スポーツ部　文化生涯学習課　文化生涯学習係

施策１９「芸術・文化の振興」に関連する基本計画事業

計画コード 62 重点Ｐ  －

芸術・文化施設の維持・補修

○「調布市公共施設等総合管理
計画」に基づいた施設維持のた
めの改修を実施。

○「調布市基本計画」に基づ
き，各施設改修工事，グリーン
ホール及び文化会館たづくりの
特定天井改修を実施。

○文化会館たづくり施設改
修工事等

○グリーンホール施設改修
工事等
○せんがわ劇場施設改修工
事等
○文化会館たづくり特定天
井改修・空調機更新

○文化会館たづくり施設改
修工事等

○グリーンホール施設改修
工事等
○せんがわ劇場施設改修工
事等
○文化会館たづくり特定天
井改修・空調機更新
○グリーンホール特定天井
改修

○文化会館たづくり施設改
修工事等
・設備更新型ＥＳＣＯ事
業・非構造部材改修・調光
設備更新・非常用電源設備
整備
○グリーンホール施設改修
工事等
・受変電設備機器更新工
事・大ホール非構造部材補
強工事


